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　経常利益の係数の推定値のt値は0.824と極めて小さいのに比べ、
自己資本の係数の推定値のt値は5.077と大きい。このt値は、帰
無仮説において係数の推定値が0である場合の検定統計量である。
そして自己資本の係数は有意水準1%でも帰無仮説が棄却される
のに対し、自己資本の係数は有意水準10%でも棄却されない。
　このことは95%区間の下限を見た時に、自己資本の係数が正の
値を取るのに対し、経常利益の方はマイナスの値を取ることからも
わかる。つまり経常利益の係数は0であるという可能性を排除する
ことが難しいといえる。よって経常利益の変数が企業の時価総額に
影響を与えない可能性があることを排除できないため、自己資本よ
りも企業の時価総額に影響を与えるということは主張できないといえ
る。


